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最近，会計士の側でも会計lζ対する行動科学の重要性の認識がなされてきた.米国では，行動科学
会計 (ahavioralaccounting)という言葉もあるし，アメリカ会計学会を始めとする各種の会計研
究団体が会計の行動科学的研究を支援する意図を示している。また，アメリカ公認会計士協会は，乙
れからの公認会計士試験に会計と行動科学とのつながりのある問題を含める可能性を考慮していると
もいわれる(1). そ乙で，本稿では，アメリカ会計学会の「会計教育の行動科学的内容に関する委員
会の報告書Jを基にして、会計と行動科学の関連性を考察する乙とにする.
1. ビへイビオラル・サイエンスの意義
会計も人間の活動を対象とするものであり，行動科学
的考察を必要とする.会計は所謂行動指向的なものであ
り，大部分の会計報告書は，意思決定のための情報を準
備する事を意図しているのである.会計報告書が意思決
定とか行動に影響を及ぼす可能性をもつのでなければ，
会計報告書を作成する費用を正当化する事が困難になる。
アメリカ会計学会の「基礎的会計理論の表明J(AStat巴-
ment of Basic Accounting Theory)に於いても， I情
報が目的適合性の基準に合致するためには，情報が容易
にする乙とを意図した活動とか，生みだしたいと思って
いる結果と関連し，有効な関係づけがなされていなけれ
ばならないJ乙とを指適している(2). 会計報告の基本
的目的は，行動に影響を及ぼすととであり，情報を集め
る過程は，情報を集める人聞の行動と同じ<，他の人々
の行動にも影響を及ぼす.要するに，本来，会計とは，
行動プロセス (behavioralprocess)であるe 行動科学
(behavioral science)という言葉は，幅が広く比樹守
新しい言葉であるので，最初に，その範囲と内容を記述
する乙とにする.行動科学とは，実験的及び観察的方法
によって，自然環境と社会環境における人聞の行動を研
究する，すべての学問分野を含んだものである(3)。 そ
乙で研究が行動科学の一部と考えられるためには， 2つ
の線本的な基準を満たさなければならない.第1に，そ
れは，究極的には人間行動を取り扱わなければならない.
行動科学の第1目的は，人間行動の基礎にある規則性を
確認する乙とであり，又どのような先行条件がその規則
性を生ぜしめ，どのような結果がその規則性から生じる
かを決定する乙とである.第2!L，その研究は，科学的
方法でなされなければならないロ
このことは，ある一連の現象を記述し，相互に関連づ
け，説明し，予測する乙とが，組織的に試みられなけれ
ばならない乙とを意味する.行動科学が学問的であるた
めには，人間行動についての，客観的で，再現可能で，
信頼しうる測定をなすとともに，健全な推論の論理構成
によって得られた知識の体系でなければならない.
行動科学の目的は，人間行動を理解し，説明し，予測
するととである.即ち，個人的な偏見のない方法で集め
られた経験的資料によって支えられた，人間行動につい
ての一般化をする乙とであり，その手続きは，他の関心
のある学者による検討が可能であり，模写とか検証がで
きなければならない。このように，行動科学は，行動に
おける観察可能な変化を参照することによって，特殊仮
説を経験的に確認するための人間行動の体系的観察を意
味する乙とになる(4). 以上，行動科学を方法論の立場
から考察してきたのであるが，行動科学の対象となる人
間行動を，明瞭に区別して考察する事は凶難である.行
動科学の研究は，従来，人類学，心理学，社会学の分野
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を中心lとして行なわれてきたが，その性格は学際的で，
異質のものであるために，この学問の対象を明確に分類
することが非常に困難になる。行動の種類に従って，人
間活動を分類するのも 1方法である.例えば，言語学者
は言語活動の局面を，政治学者は政治活動を，経済学者
は市場行動を取り扱おうとする乙ともできるが，乙のよ
うな区分方法は有用でない。なぜならば，行動の多くの
過程は相関的であるので，各々の活動に境界線を引く乙
とが困難であるからである.組織の基準で分けるととも
考えうる。例えば，個人，複数人，集団，制度等による
分類がそれである。しかし，例えば，心理学者は個人の
心理に焦点をあてるが，集団心理とか社会的相互作用も
取り扱う。従って，組職の基準による研究領域の細分化
も，ただ単に仮りのものとして可能なだけであり，絶え
ざる再検討の必要性がある.乙のように，行動科学の内
容は異質的で，正確に部分領域に分ける乙との出来ない
ものである.従って，行動科学の学際的研究の重要性が
説かれるととになるが，しかし，乙乙では，乙れらの問
題lζ深く立ち入らず，とくに会計と関係、のあると思える
行動科学の問題領域を取り上げ，それらの相互関連性を
考察する乙とにする.従って，乙乙で議論される問題領
域は，知覚，動機づけ，不安と争い，態度と態度変化で
ある.
2. 知覚
知覚 (Perception)は，物理界の性質と感覚による経
験の特性との聞の対応の問題に関係がある.それは，感
覚器官を通してエネルギーを現実に受け入れるととと，
判断とか推論及び憶測というような精神的過程とを結び
つけることである.知覚研究をするには，知覚を対象と
する刺激態様の特性に依存しなければならず，同時に感
覚の敏感さ，学習割合，前の学習水準，というような多
くの生理学的及び心理学的要因をも知る乙とが必要であ
る.知覚はある1つの行動過程である.知覚は，ある刺
激態様に人聞が意味づけをする行動過程であるが，しか
し，人間は本来，そのような刺激の中に存在する固有の
意味を認識していたわけではない.例えば，対象，観念
等を表わす言語という記号は，固有の意味をもっている
のではなし社会的合意の過程から，その意味をもつこ
とになったのである。 1つの言語は，対象，事象，経験
等の分類をするためのものであり， 1つの単語は，その
言葉を使う人々が同様のものと認める傾向のある対象の
集合を表わすのに使われる.従って，別の言葉は，違っ
た対象を表わすのに使われる。そこで，我々が使う言葉
は，どのような同一性とどのような違いがあるかを，認
識しうるようになっている.言葉は，学ばれたものであ
る。同様に，外界の知覚とか，外界についての我々の信
念も，また，学びとられたものである(5).
然かるに，人聞は実際に刺激態様として表われている
事柄を無条件に知覚するわけではない.知覚したいと思
っている事柄だけを知覚する傾向がある.その理由は，
知覚過程というものが人閣の欲望を満足さす助けになる
働きをするからである.従って，人聞は選択的知覚をす
るといえるが，その選択は，その人の気にかけている事
柄に関係がある.更に，知覚の中にある諸要因一期待，
動機，態度ーが，知覚に影響するが，その程度は，それ
らの諸要因がどれだけ強いかとか，刺激態様がどれほど
の強さをもつかによる。刺激態様がはっきりしたもので，
しかも構造のととのったものであればあるほど，知覚の
ひずみをもたらす乙とが少なくなる.
逆に，刺激態様が漠然としたものであればあるほど，
知覚されたものを決定する過程で，知覚をする人が期待、
動機等の諸要因を活動させる余地が多くなる。例えば，
漠然とした形のものを見せても，空腹な知覚者には，そ
れが食物に関連したものに見えてくるのである.
また，知覚は持続的に保持している態度によっても影
響を受ける ζとが知られている.
例えば，貨幣について言えば，貧しい家庭の子供達は
富める家庭の子供達よりも，より強い積極的態度をもっ
ている。従って，我々の動機とか，態度とか，社会的地
位すらも，我々の知覚に影響しうる.
知覚の研究について，一般に認められた要点を要約す
れば次のとおりになる。第1K，個人の知覚一人間と
か物事についての個人の観念ーは，選択的に形成され，
外界についてのその人の観念の中に入ってくるのは，ほ
んの1部の対象だけである。更に，乙の知覚の選択的機
構は，刺激対象の性質から出てくる刺激要因のみによっ
て決まるのではなくて，知覚する個人の性格，例えば，
その人の欲望，精神的な姿勢というようなものから出て
くる.A格的要因によっても決まってくる.第2fと，物
とか人間についての個人の個々の知覚は，知覚の体系に
まで発展し，ある与えられた知覚の特性は，部分的には，
それが含まれている体系に固有な性格に依存するととに
なる.言い換えれば，会計人は，会計に偏った知覚をし
がちであるという乙とである.
Dearbornと Simonにより報告された研究によれば，
次の事実が指適されている(6). 即ち，ある会社の組織
と活動について非常に詳細な事実が書かれている事例を
23人の重役(販売担当6人，製造担当5人，経理担当4
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人，各種部門8)に読ませて，それらの重役にとの会社
の問題点を指摘させた.すると， 6人の販売担当重役の
うちの5人(83%)が，その会社の直面している最も重要
な問題として売上をあげた。対照的に，残り17人の重役
のうちの 5人だけ(29;;ぢ)が，売上をあげている.更に，
売上を指摘した5人の販売部円以外の重役のうち， 3人
までが会計部門で，製品の収益性分析を含む地位にある
人であった.同様に，組織の問題は， 5人の生産担当重
役のうち 4人(809引によって言及され，残り18人の重役
のうち，組織に言及したのは4人だけ(22%)で、あった。
3人の重役だけが人間関係問題に言及したのであるが，
それらの人々は，その会社の広報関係，産業関係，及び
医療部門の重役であったe
そ乙で，重役達が全く同じ情報を受理したにも拘らず，
強調すべく選びだしたのが複雑な問題の中の自己に固有
の部門の活動と目標に関連ある局面であったという乙と
は，知覚の選択的機構というものが，組織計画と政策を
形成しうるという事を示唆している(7). 第31乙，知覚
について一般に見られている乙とは，知覚の変化が欲望
満足の障害とか或は，個人の受取る情報の変化によって
もたらされるというととである。欲望とか情報の変化が
知覚の変化を生みだす程度と様式は，事前K.存在する知
覚システムの性格によるし，また知覚システムを保持す
る人の性格にもよる.人々のパーソナリティについての
我々の知覚というものは，例えば，統一化される傾向が
あり，第1印象というものは，いつまでも変らずに持ち
続けられる傾向がある.従がって新しい情報も，我々が
以前から持っている知覚との調和を維持するような方法
で収容されることになる。
知覚は会計士にとって重要である固なぜならば，会計
処理とか，会計報告は，知覚の違いによって大いに影響
を受けるからである.知覚の違いは，会計士と会計士で
ない人との問でとか，会計システムを利用する会計以外
の人々の集団の内部で起こりうる@
財務会計は，例えば，財務諸表の読者の情報要求を強
調する。然し乍ら，財務報告に関連のある読者の知覚が，
その報告書を作成する会計士の意図と，どの程度一致す
るかを決めるような研究は，ほとんどなされていない。
同様に，管理会計においても，会計士からみた会計処理
についての見方と経理担当者や労働者の立場から見た会
計処理の見方との聞には実質的な相違のある乙ともあり
うるe 会計活動の結果としてなされた行動であれ，コン
トロール・システムの作用の結果としてなされた行動で
あれ，行動という観点からみるならば，ただ1つの有効
な見方は，実際に経営管理をし，組織の仕事を遂行して
いる(通常は会計人でない)人々によって保持されてい
る見方である(8)， 知覚についての行動科学的研究は，
なんらかの方法で，会計システムの業務iとより影響を受
ける人々と同じように，会計情報の利用者達に及ぼす会
計処理と重要な関連をもっている。そ乙で，今後の研究
課題として，次のような問題が提起されうると，会計教
育の行動科学的内容に関する委員会の報告書は指摘して
いる(9)。 即ち，各種の個人や集団が，会計処理と会計
報告をどのようなものとして知覚しているのか。乙のよ
うな知覚は，会計士の知覚と相違するのか。万一相違す
るならば，なぜ相違するのか，会計士によって予測され，
望まれた行動と比較してみて，現実Ie:なされた行動での
そのような相違の効果は，一体何であろうか。とともが，
会計処理や会計報告の本質についての統一的理解すら得
られていないのが実状である.会計をどのようにとらえ，
会計をどのように正しく一般民衆に理解してもらうかの
研究から，始められなければならない。それがためには，
経営活動の中から，正当な会計の認識対象を選別する乙
とが必要である.
3. 動機付け
動機付け理論は，なぜ各人がある行動を選び他のもの
を拒絶したのか，又，なぜ各人が困難と障害に直面しで
も選んだ、行動を固執するのか，についての理解と関連し
ている.行動方向と行動聞執の研究では，伝統的に，人
間の欲求及び目標の成長，変化に焦点が向けられ，更に
又，個人のパーソナリティの性格と展開に焦点があてら
れている。乙の項では，動機付けの研究から引きだされ
た一般的な発見のうちで，重要なものを要約することに
する(10)。第1Ie:，ある人の思考と行動は，その人の欲
求と目標を反映しているのであるが，その関係は複雑で，
暫定的なものである.同じ行動が違った欲求を反映して
いることもあるし，違った行動が同じ欲求を反映してい
る乙ともある.欲求とか目標は絶えず発展するし，個人
の生理的，心理的状態の変化の結果として変りうる。欲
求というものは，はじめは，別の欲求であるが，それが
融合する乙とによって新しい形態をとる乙ともありうる.
また，万一完全に適切な目標がなければ，代理目標を開
発する乙ともありうる。第21ζ，欲求とか目標は個人の
パーソナリティによって組織化されてくるという事が一
般的にいえるロパ「ソナリティは動機付けをする場合Ie:，
決定的な役割を演じる。更に，パーソナリティは，社会
的な相E作用の産物であるから，集団の構成員によって
規定される傾向がある。自己評価は主として，その人の
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属する集団と自己との比較から成り， しかも，自己評価
は集団の価値を反映するような目標の達成に大きく依存
する。自己評価のもとになる業績標準(即ち，希求水準)
は，部分的には，その人の相対的地位によって決ってく
る。比較的高い地位は，比較的高い希求水準に導くし，
低い地位は低い希求水準に導く.
第3の一般的発見は，欲求の特定集合の喚起は，瞬間
的な生理的状態，環境の状況，および人間の知覚に依存
するという ζとである。ある個人の多くの欲求の大部分
のものは，もともと潜在的なものでしかない。
ある与えられた時点では，ただ特定の欲求の集りだけ
が活動し，行動を方向づけるし，支えてもいる.乙乙で，
欲求についての Maslawの理論を概観してみることに
する(11). Maslaw理論は，人間の欲求は5つの欲求か
ら構成されており，それを階層序列でランクづけしてい
る。即ち，人間の欲求は，原始的で緊急な生理的欲求か
ら始まり，順次上昇して自己実現の欲求にまで到達する.
人間の欲求を， (1)生理的欲求，(2)安全の欲求，(3)社会的
欲求， (4)尊敬されたい欲求， (5)自己実現の欲求に分類
するのが， Maslaw理論である。
生理的欲求 (Physiologicalneeds)とは， 衣食住等
の人聞の肉体的欲求lζ関するものである。
安全の欲求 (Safetyneeds)とは，物理的，情緒的危
害から安全であるという感情と同時に，実際に物理的lζ
も安全でありたいという ζとである。
社会的欲求 (needfor belongingness and love)と
は，ある集聞の一員である乙とを感じる欲求であり，愛
情を与えるとともに求めるという帰属意識への欲求であ
る.
尊敬されたい欲求 (needfor esteem)とは， 自分が
他人から尊敬され，尊重されたいという動機をもつこと
である.最後の自己実現の欲求とは，自己の手腕を十分
に発揮し，潜在能力を実現できるような仕事を見い出し
たいという欲求である.Maslawの欲求階層理論は，あ
る段階の欲求が実現されるまでは，人間の行動は，一般
に，それより高り水準の欲求によっては動機づけられな
いという基本点を強調している.従がって，一度ある階
層の欲求が満足されてしまえば，最早それは，動機付け
にはならない.ζの点の認識から，目標管理の理論が展
関されるのである.
Maslaw理論のいう最初の4つの欲求の水準にある人
間は，不足しているものを満たそうとしているのである
が， 5番目の自己実現の欲求というのは，人間の絶えざ
る成長を求めている欲求である.そ乙IL.，自己実現の欲
求が他の欲求と決定的に異なる点がある a
公式組織の観点から，動機づけに関する本質的な問題
は，組織の目標の達成に向かつて仕事をするととが，そ
の人の個人的にも最もよく適合していると，その人が認
めるような状態をどのようにして作りだすかにある.即
ち，個人目標と組織目標の一致と調和をどのようにして
達成するかを考える乙とが，公式組織の観点からは最も
重要な問題になってくる.そのためには，伝統的な企業
理論のように，企業目標について利潤極大化だけを仮定
するのでなく，多元的な目標観を導入しなければならな
い。また，企業を単一の意思決定主体と解するのではな
く，多様な欲求とパーソナリティとをもった個人の連合
体の行動と解さなければならない。しかも，人聞は限ら
れた合理性しかもち得ないというサイモン学派の理論か
らすれば，伝統的な企業理論における合理的な意思決定
の仮説にも批判が加えられなければならない.乙のよう
にして，極大原理に代る満足基準という概念は，人間の
能力には制限があり，最適化を達成する乙とは不可能で
あるとの認識からでている.
そのような人間の能力の発揮が，企業の目標達成にい
かに貢献していくかを追求する場合に，人間としてのパ
ーソナリティと，その本性にもとづく行動を重視して，
個人の目標と組織の目標との統合を計ろうとするのが，
目標管理の理念なのである。その場合IC必要なのは，経
営組織を経営管理のシステムとして理解するとともに，
そとに新しい人間観ないしは行動原理を導入する乙とで
ある.そ ζlζ，行動科学的研究の意義がある。組織目標
とかその達成度等が，しばしば会計的な用語で表わされ
ているし，しかも個人の業績は，しばしば会計的尺度で
評価されるので，動機づけの理論が会計とかかわり合う
のは，他の行動領域におけるよりも，はるかに大きなも
のである.そ乙で，会計的観点からは，動機づけとの関
連では，つぎのような問題が考察されなければならない
といえるであろう(12).どのような種類の動機づけが，
会計システムとか会計報告から出てくるのか.会計が希
求水準 (aspirationlevels)にどのような影響を及ぼす
か.組織目標の達成に個人を動機づけるという点で(純
利益とか投資利益というような)，業績の会計的指標が，
どれほど有効であろうか.会計測定が Maslawの階層
序列によるあらゆる水準での欲求の満足に，どのような
影響を及ぼすであろうか.とくに個人が，組織に対して
最大限の寄与をしている時に，会計システムはその人の
仕事に関連した欲求の最大限の満足の達成において，個
人を助けるであろうか.会計は，どの程度，促進的要因
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であるよりは，むしろ予防的要因 (hygienefactor)で
あるのか.
4. 不安と争い
あらゆる行動が欲求の満足をもたらすというわけでは
ない.いくつかの行動には，個人がその欲求満足に失敗
したので起乙るものもある.不安と争ひ (anxietyand 
conflict) の研究は，何らかの理由で，目標の達成が妨
害された場合に生じる事柄と関連している.人の欲求満
足を妨げる条件についての個人の反応は，複雑である.
ある場合には，達成しようと努力する目標に向かつて一
層の努力をしようとすることになるが，他の場合には，
不愉快な緊張を減らそうと努力する乙ともありうるe 欲
求不満 Cfrustration)は，努力がある方向に向けられた
のであるが，環境がその活動を妨害するとか，或は個人
の目標達成を妨害するような場合に起乙りうる.不安と
いう言葉は，ある外部的な威しが自己の尊敬されたいと
いう感情に対して存在する場合K，ある個人によって経
験される感情又は状態を記述するのに使われる e 争ひと
いう言葉は，お互に対立しあっている集団の行動とか，
個人間の対立抗争，ある個人の内部での主観的不安に関
係があるe しかし，とれら 3つの言葉は，その意味が多
くのと乙ろで，重なり合っているc 環境における妨害と
か歪みに対する個人の反応は，その程度や持続期間，そ
の性格，個人の資質とか，その人の属するグループに応
じて変わるであろう.適度のストレスは業績の改善をも
たらす傾向があるが，厳しいストレスは，通常は，業績
の混乱をもたらす.従がって，ストレスは過度のもので
あったり，長時間持続させる乙とは好ましくないc スト
レス下にある個人が，追加的な力を引きだしたり，目標
への動機づけを強めるものであるようなストレスが好ま
しいのである.しかし，乙の問題は，一部は，個人の資
質と性格によるとともに，一部は，ストレスの強さや持
続時聞にもよると乙ろに，むずかしい問題がある.
欲求不満に対する lつの反応に，攻撃があるι 目標へ
の努力が，ある程度の障碍によって妨げられる時には，
攻撃は障碍を除去するための 1つの技法で、ある.一般に，
攻撃の烈しさは，動機づけの強さの関数であろう z 攻撃
の仕方は，障碍をどのようなものと見るかに依存する乙
とになる.しかも，欲求不満は，目標が達成可能である
と認められる場合にのみ，攻撃を引き出す。そうでない
場合には，攻撃よりもむしろ無関心がもたらされる.
不安は，人が危険に直面して経験する心と無力さの感
情を含んでいる。個人の行動に対する不安の効果は，そ
，の人の希求水準に関係があるし，高い欲求達成を指向す
るか，あるいは失敗回避の傾向があるかにも関連がある.
不安についての性格上の水準が多様であり，非常な心配
性でほとんどいつも心配している個人から，最も緊張の
強い条件のもとでだけ不安を示す人まで，さまざまであ
るe ある人達は成功を求めるタイプであり，従って，高
い希求水準の設定を望んでいるe 別の人々は失敗回避型
で， しかも低い希求水準を設定する.
達成状態での行動が非常に違ってくるのは，その人が，
もともと成功の達成を指向していたか，或いは，失敗の
回避を指向していたかによる。強い失敗回避の性向を有
する人は，その業績が他の人によって評価される状態の
もとでは，より心配しがちな傾向にある.他方，強い成
功希求の性癖を有する人達は， しばしばそのような状態
のもとでも，余り心配しない.そ乙に画一的な業績評価
による管理の問題点がある。
個人と集団との争ひは，それぞれがその欲求の満足と
か目標の達成が他のものによって妨害されている ζとを
認め，その圧力を減らすための行動がとられるときに起
乙る.行動科学者達は，争ひそのものは，組織にとって
必ずしも好ましくないものでもないと信じている。その
ような争ひが業績を改善するか，望ましくない行動を結
果するかは，組織の構造，組織風土とか，組織のリーダ
ーシップ・パターノによると同時に，争ひの性格，程度，
並びに厳しさにもよる(14).
不安と争ひの行動領域に対する会計の関係は，複雑で
あり，一概にはいえない.会計と予算統制の誤用によっ
て，もたらされる機能障害的な不安と争ひについては，
Argyrisの古典的な説明がある(15). Stedryは，予算
を作るという乙とは，予算が作成される個人の希求水準
とか欲求水準に適合していなければならない.然るに，
希求水準とか欲求水準には個人差があるので，コントロ
ール・システムは，すべての人々を平等に扱うべきでは
ない，と主張した(16)む争ひについての研究成果とか，
それらが組織に及ぼす影響についての考察は，依然とし
て，限られたものである.それにも拘らず，そのような
研究に注意している乙とは，会計士をして，会計が人間
とか組織に及ぼす影響についての新しい考察を得る乙と
を可能ならしめるであろう.研究されなければならない
問題には次のようなものがある(17).ある会計技法と会
計報告はひどく対立するだろうか。それはなぜだろうか。
どのようにすれば 対立を減らすように変えられるか.
会計システムの設立とか運行に際して，欲求不満とか不
安の水準に伺人差があるととを考慮する ζとが可能であ
り，望ましいかどうか.会計士の行動が，他人との関係
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において，どの程度の不安とか対立を生みだすのだろう
か.
5. 態度と態度変化
人聞は生長するにつれて，種々の対象に対する，その
人の知覚，感情ならびに行動傾向は，態度とよばれる永
続的なシステムに組織化される乙とになる。人々の態度
について知る乙とは，人間の行動を予測する乙とや，そ
の行動に影響を及ぼす重要な助けになる.他人の行動に
影響を及ぼしたいと，思っている人は誰でも，一一ーその他
人というのが，組織内での部下，監督者ないしは同僚で
あろうが，他人の組織での接触のある人々であろうがー
ただちに，それらの人々の態度の重要性に気づくように
なる(18)。態度の定義づけでは，次のような各種の要素
の相関関係が強調される。知覚的要素は，態度の対象に
ついての個人の信念から成っている.感情的要素は，対
象と結び、ついた感情に関連するものである.即ち，その
対象が，どの程度，好ましいか好ましくないか，好きか
好きで=ないか，というような乙とを感じさせる要素であ
る。行動傾向的要素とは，態度と関連のある行動の意図
ないしは行動の準備のすべてを含んでいる.ある個人が
ある与えられた対象に対して積極的な態度をとるという
乙とは，その人が，その対象を援助したい，報奨したい，
あるいは支持したいという乙となのである.乙れらの要
素を構成する要素の数と種類には，非常に多くのものが
ある.知覚的要素は，対象についての信念の集合を含ん
でいる乙とがあるし，感情的要素は比較的簡単で，違い
も少ない拭行動傾向的要素は非常に複雑で、ある。それ
は，個人が多種多様の行動をとりうるからであるロまた，
完全に孤立的な状態で存在する態度は殆んどなく，個人
の行動は他の態度と結びついて集団をなしているのであ
る。
態度は，欲求満足の過程で展開される。即ち，態度と
は，特定欲求を満足しようとする試みの中に含まれてい
る問題状況に対する反応である.然しながら，ある個人
の態度は，永続的なシステムになる傾向があり，それは，
その人についてまわっており，多くの違った問題解決の
ために，その人によって用いられる乙とになる。そ乙で，
ある与えられた態度は各種のために役立ちうるし，違っ
た欲求が再じ態度をとらせる乙ともできる.ある人の態
度は，その人の出逢った情報によって形成されてくる.
そ乙で，信頼しうる事実情報を得るととが重要になって
くるが，必ずしもすべての場合に，信頼しうる事実情報
が得られるわけでもない.他人から得られた情報が信頼
しえない乙ともある.
我々の態度は，我々の依存している情報の信頼性とか，
我々の体験した経験の範囲とか，主要な欲求が満足され
ている程度，等に関係があるという乙とである。
態度と態度変化の研究から，次の乙とが指摘出来る，
(19)。ある態度の修正可能性は，特定態度の性格と，一
般的な態度システムと，個人のパーソナリティと，集団
への忠誠心に依存する.そ乙で，一度形成された態度で
も，その修正可能性に違いがでてくる。ある程度までは，
態度の修正可能性は，その態度の極端さ，首尾一貫性，
相互依存性，欲求への役立ち，価値関連性等の関数であ
る。態度の修正可能性は，また，その個人の知的水準と
か，説得的なコミュニケーションへの一般的感受性とか，
変化を受け入れる用意の程度にもよる.更に，集団への
忠誠心を通して，強力な社会的支持を得ている態度を，
変える乙とは困難である.いま Iつの問題として，態度
変化は，追加情報によって，集団への忠誠心の変化によ
って，パーソナリティを変えるような手法からも生じう
る.追加情報によって生じる態度変化の方向と程度は，
状況要因の関数であるし，また，情報の源泉，媒体，形
態及び内容の関数でもある.態度変化を生みだすのに，
新しい集団への忠誠心がどれほど有効であるかは，その
集団の性格とその集団の中でのその人のメンバーシップ
の性質による.行動の修正を強制される乙との効果は，
そのような強制をもたらした環境の関数である。ある特
定態度を修正するのに，パーソナリティを変える技法が
どれほど有効かは，その個人の全パーソナリティに比較
してその技法が適切であるかどうかに依存する。
乙のようにして，会計に対する態度と態度変化の関係
では，とくに参加という乙とが重要になってくる.計画
に参加する乙と及び情報の収集，分析，解釈に参加する
ととが，変化を生みだす大きな力となるのである。自分
の直面している事実はより良く理解できるし，より感情
的に受け入れ易いものであるし，また，より良く利用さ
れる乙とになる.
そ乙で，会計情報の意義がますます生かされてくる乙
とになるのである.
比較的多くの会計は，閉鎖システム (closedsystem) 
とみなされている.従って，ごく少数の積極的な会計シ
ステムだけが，その会計処理を組織に及ぼしているだけ
である.会計士は，会計システムとか組織についてより
好ましく聞かれた態度をもってもらうために，会計とコ
ントロール・プロセスに会計士以外の人々の有意義な参
加をもたらすためにあらゆる努力をしなければならない.
いま，乙乙での問題と関連して，特に，会計士によって
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調査されなければならない問題は，次のような問題であ
る(20)，
会計情報の各種の利用者達が，会計報告を受け取るこ
ととか，会計報告を受け取る乙とに関連してとるであろ
う態度とは，どのようなものであろうか.このような態
度は，利用者達の業績とか人間関係K，どのような影響
を及ぼすであろうか区ある会計プロセスとか会計技法が，
組織の中に好ましくない態度をもたらすか，会計報告が
その報告の受取人の態度と一致していない情報を用意し
た時には，どんなことが起とるのか.会計情報は，どの
程度，現存の態度を強めたり，あるいは変えたりするの
か.
以上，いずれも現行会計システムにとって重要な問題
であるが，会計と行動科学との聞には，大きな断絶があ
るので今後の研究を待たねばならず，こ乙での考察も試
論にすぎない阻
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